
１ 意義・効果 
クラウドコンピューティングやビッグデータなどのＩＣＴの高度な利活用を通じて、企業・組織の戦略を立案・実施ができる人材

（高度ICT利活用人材）を効果的に育成するためのカリキュラムを開発し普及させることで、我が国の生産性の向上、国際競争
力の強化等に寄与。 
。 

 
 ２ 背景と課題  
    ・クラウドやビッグデータなどの進展でICT利活用環境は大きく変化 
   ・情報を積極的に活用した企業・組織戦略の立案・実行が不可欠 
    ・企業では技術系ＩＣＴ人材とは異なる新たな領域の人材（高度ＩＣＴ利活用人材）が必要、人材育成環境の整備が急務 

 
 
 
 
 
 
   

「高度ICT利活用人材育成プログラム開発事業」について 

企業・組織では、 
非クラウド環境では、 
業務を電子化するのみ 

ＩＣＴの単なる導入 
クラウド環境 

企業・組織は多様化・高度
化に対応するため、効果
的なＩＣＴ活用が必要 

高度ICT利活用 
人材育成のため 
カリキュラムの開発 
 

育成プログラム展開の仕組み 

高度ＩＣＴ利活用人材 
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教育課程 
・教育ベンダ等のための育成指針 

指導ガイドライン 
・教育課程の理解を助ける解説書 

教材開発ガイドライン 
・テキスト開発のための指針 
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●実施期間 

 ３年（H23～H25年度） 

  

３ 施策概要 
   ・クラウドやビッグデータの利活用に必要となるスキルを習得させるためのカリキュラムを開発 
  ・本カリキュラムを活用した研修コースの認定等を行うための組織の検討、民間団体において自ら運用していくための詳細設計を策定  

技術系ＩＣＴ人材 
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